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和牛肥育試験に　つ　い　て

北　　川　　重　　一

（秋田県畜試）

1．緒言

わが国での最近の著しい食肉需要に伴い，秋田県和牛

の飼育形態も次第に肉畜造成に変りつゝある現状からみ

て，当場は昭和32年度から和牛肥育試験を継続実施し，

その経済性について検討を加えた．

2．験試方法

供試した素牛の概要は第1表に示したとおりで，肥育

期間は第2蓑のとおりであるが5号の日本短角種は40日

の予備期をおいた．飼料給与は試験期間を3期に区分

し，第3表及び第4表の飼料給与基準により給与した．

第1表．供試

絵与方法は「玉萄黍」及び裸麦は粉砕し，屑米は煮，馬

鈴薯は細断して生で1日3回給与した．運動は1～2期

は1日に15分間，3期は3日に1度15分間とした．手入

れは1・2期とも1日に1回15分間とし，3期に入り30

分行い，水は食後欲しいだけ与えた．

3．試　験　成　績

1．体重の増加

体重の増加（第5表）は10号・4号及び7号がよく，

8号・6号及び11号がやゝ悪く，その他は普通であっ

た．また品種間の差はみられず，体巾があって体のゆと

りと額の広いものほど増加がよかった．

牛　　の　　概　　要
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注．体型・資質で「上」良い・「中」は普通及び「下」は悪いの3段階による示度である．

第2表．肥　育　期　間

1可2叫3可　期　　間

第4表．浪厚飼料の配合割合

昭和32年度
Il

昭和33年度
JJ

ll

昭和34年度
l■

ll

第3表．飼料の給与基準（体重に対する割合）

注．1日当り食塩60g・カルシウム30g給与．

2．飼料の摂取及び利用状況

飼料の利用状況は第6表のとおりであるが採食状態に

かなりの個体差があった．すなわち，体巾・体涙に乏し

く口が小さく口裂の浅いものほど悪かった．1毎増体に

要したD．C．Pの少なかったのは7号及び4号で．多く

要したのは11号・8号及び6号で，T・p・Nも同じ傾向

を示した，
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第　5　表」′体　　重　　の　　増　　加　　状　　況
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307．5　　394．0　弓　23．00；0．75

批日　詰日日描十は
380．0　　468．0：　36．00！1．20

310．0！409．0　二　19．00；0．63

300．0　毒　365．0　　16．00；0．53

300，0．　380．0　　　30．00　　1．00

第　6　表．　飼　料　の

増
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摂　取　及　び　利　用　状　況
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第　7　表．
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悶　　11的増体に要した
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第8表．常体の肉眼的所見
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最良を址及び最も劣ったものを士としその間も入
れ5段階の示度である．

3．常体成約

解体成雛は第7表のとおりで，歩留りのもっとも良か

ったのは6号の61．42％，次いで3号の60％及び4号の

58．73％で，思わしくなかったのは9号と11号の5495で

あった．すなわち歩留りは肥育の（程度仕上り状態）に

もよるが，均称がよくて骨味のよいものはどよい結果を

ホしている．肉質の肉眼的所見は第8表のとおりで3号

と6号がよく，9号と7号は思わしくなかった．体がよ

く繋り，皮膚被宅及び骨味等のよいものが肉質もよい結

果が得られた．

4．経済効果

試験終了と同時に6号は名古屋市場（と易）にその他

は県内に販売したが，販売価格は3カ年に亘ったため時

期的影響が大きく，また県外に比べ安く収支計算を行な

う場合には適正とは思われないが，一応この販売価格を

基準に収支計算を行なってその経済性を検討した．その

概要は第9表及び10表のとおりである．また飼料費の計

算は敷料及び給与飼料の総べてを計算した．なお濃厚飼

料と馬鈴薯は市価であり，乾草は当場の生産費を基準と

し堆肥と労働費は榊殺した．収益は7号がよく4号・3

ガの順で10号・11号及び12号は思わしくなかった．その

他はおおむね7，000円から8，000円代である．6号は輸送

費その他諸経費8，070円も安したので赤字となった．

4．考　　　　　察

昭和32年度から34年度まで県内産牛10頭を供試して

100日前後の乱闘巴育試験を行なったが，素牛の体型及

び資質は掛こ優れたものはなかった．すなわち中の上程

度のものは4頑で，その他は素牛として適当とはいえな

かった．また栄養は6合肉から7合程度で農耕に使用し

たいわゆる農上り牛であり，発育がやゝ不足で体巾と体

探の乏しいものが多かった．飼料の利用性は個体差はあ
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第10表．収　　支　　概　　算
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ったが，3頭（11号・8号及び6号）を除き標準或いは

それ以上で，1日当りの増体量も前記3頭の外は順調で

あった．

以上の成鋸から今後次の諸点が問題として考えられ

る．

1．素牛の肉付き状態と肥育期間が関係するので，100

日程度の短期肥育では少なくとも7合程度の肉付きのも

のを使用する必要がある．

2．肉質では皮桐が簿く弾力があり，被毛は繊細で角

が細く体が繁っておるものはどよい成績であった．

3．素牛は体街と体巾に乏しいものでは経済効果があ

がらない．

4．中程度の肉質では増体率のよいものはかなり有利

である．

5．枝肉の歩留りでは体「rJ・体長及び下欄郡の充実に

大きく関係する．

6．飼料の利用性では去勢牛が雌よりもやゝよく，体

型的には体巾があり街の巾が広く口が大きくて性質の温

順なものはどすぐれている．

7．秋田県の肥育飼料として馬鈴薯及び屑米は自給飼

料として有利である．
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8．日本短角種と褐毛和種は僅か一例だけであるが，

日本短角種は飼料の利用性及び増体率はよいが肉質では

和牛に比べて劣るので，経済効果を高めるためにはその

飼養形態を更に検討する必要がある・

褐毛和種については今後追試が望まれる．

9．壮令牛の購入は君命牛と異なり家畜市場で購入す

ることが出来ず，従って期待する体型と資質の素牛の購

入が困難であるのみならず，適正価格で購入出来ない憾

みがあった．

5．む　　す　　び

壮令肥育試験について概要を述べたが試験年次も異な

り，しかも時期的な価格の変動に影響され，その経済性

を比較検討するのは困難であった．

また将来肉質或いは産肉量等から統一された取引き基

準の設定が必要と思われる．


